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一部 40円　
組合員購読料は組合費に含む

実感できる賃上げに向け春闘交渉強化を

　

間
も
な
く
新
年

度
を
迎
え
よ
う
と

し
て
い
る
。
こ
の

時
期
と
な
る
と
新

年
度
に
向
け
た
期

待
と
不
安
、
そ
し

て
こ
れ
ま
で
と
も

に
仕
事
や
組
合
活

動
を
し
て
き
た
仲

間
と
の
お
別
れ
も
あ
り
、
ま
さ

に
締
め
く
く
り
の
時
季
だ
▼
特

に
今
年
は
天
皇
の
退
位
も
あ
っ

て
新
年
度
早
々
い
つ
も
に
増
し

て
慌
た
だ
し
い
。
県
内
で
言
え

ば
三
陸
防
災
復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
、
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
な
ど
イ
ベ
ン
ト
目
白
押
し
で

あ
り
、
想
像
す
る
だ
け
で
も
多

忙
な
新
年
度
に
な
り
そ
う
だ
▼

「
幸
福
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
す

る
次
期
総
合
計
画
も
ス
タ
ー
ト
。

し
か
し
、
私
た
ち
の
職
場
環
境

は
新
年
度
に
な
っ
て
胸
を
張
っ

て
良
く
な
っ
た
と
実
感
で
き
る

だ
ろ
う
か
。
職
員
の
「
幸
福
」

は
ど
う
し
て
も
後
回
し
に
な
っ

て
い
な
い
か
。
一
方
「
幸
せ
は

歩
い
て
こ
な
い
。
だ
か
ら
歩
い

て
ゆ
く
ん
だ
ね
」
と
い
う
歌
詞

が
あ
る
。
働
く
者
の
「
幸
福
」

は
自
ら
主
体
的
に
行
動
し
て
初

め
て
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ

の
た
め
に
職
場
か
ら
の
職
場
改

善
に
向
け
て
声
を
上
げ
、
集
約

し
て
改
善
を
求
め
る
一
人
ひ
と

り
が
主
役
と
な
る
一
歩
が
大
事

だ
▼
新
た
な
仲
間
が
職
場
に
配

属
さ
れ
る
。
と
も
に
「
幸
せ
な

職
場
」
と
し
て
い
く
た
め
に
、

新
年
度
こ
そ
一
人
ひ
と
り
が
活

動
に
自
信
を
持
っ
て
一
歩
踏
み

込
ん
だ
運
動
を
し
て
い
こ
う
。

　

▲（写真上・下）春闘期の人事院交渉をｌシュプレヒコールで支援

▲気仙支部の加入促進に向けた対策会議

▲胆江支部・加入促進対策会議のようす

４月16日告示・21日投票／矢巾町議会議員選挙

山﨑みちお（70歳）
無所属（社民党推薦）

　

３
月
14
日
、
公
務
員
連
絡
会
は
19
春
闘
の
中
央
行
動
を
配

置
し
、
人
事
院
給
与
局
長
・
職
員
福
祉
局
長
と
交
渉
を
行
っ

た
。
交
渉
で
は
具
体
的
改
善
回
答
と
な
ら
ず
、
３
月
20
日
総

裁
交
渉
で
の
前
進
回
答
を
求
め
た
。

【
賃
金
改
善
】

　

３
月
13
日
民
間
大
手
の
春
闘

交
渉
で
の
賃
上
げ
動
向
を
注
視

し
て
い
る
と
し
つ
つ
、
楽
観
は

し
て
い
な
い
と
の
姿
勢
に
と
ど

ま
っ
た
。
交
渉
団
か
ら
民
間
春

闘
で
は
６
年
連
続
の
賃
上
げ
と

な
っ
て
い
る
実
態
を
踏
ま
え
、

具
体
的
な
賃
金
改
善
と
な
る
よ

う
求
め
た
。
人
事
院
が
行
う
民

間
給
与
実
態
調
査
手
法
（
50
人

以
上
の
事
業
所
を
対
象
）
の
変

更
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

【
諸
手
当
改
善
】

　

住
居
手
当
に
関
し
、
国
家
公

務
員
に
お
け
る
宿
舎
使
用
料
の

段
階
的
引
き
上
げ
が
完
了
し
た

こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
を
基
に
検

討
し
、
何
等
か
の
改
正
を
行
う

こ
と
を
考
え
て
い
る
が
、
方
法

の
詳
細
は
現
時
点
で
未
定
と
の

姿
勢
を
示
し
、
19
人
勧
で
の
焦

点
と
な
る
こ
と
を
引
き
出
し

た
。
交
渉
団
か
ら
家
賃
負
担
の

実
態
を
踏
ま
え
た
早
期
改
善
を

求
め
た
。

【
長
時
間
労
働
是
正
】

　

４
月
施
行
の
超
勤
上
限
規
制

は
長
時
間
労
働
是
正
の
ス
タ
ー

ト
で
あ
り
、
実
効
性
あ
る
対
策

を
進
め
る
こ
と
、
超
勤
上
限
規

定
に
係
る
分
析
・
検
証
を
行

い
、
対
策
を
講
じ
る
と
し
た
。

【
定
年
延
長
】

　

定
年
延
長
引
上
げ
に
向
け
、

必
要
な
法
律
改
正
が
早
急
に
行

わ
れ
る
よ
う
責
任
を
果
た
す
こ

と
、
自
民
党
行
革
本
部
で
60
歳

以
降
の
給
与
７
割
水
準
が
高
い

と
の
議
論
が
あ
る
が
、
人
事
院

と
し
て
理
解
を
い
た
だ
く
よ
う

説
明
を
尽
く
す
と
し
た
。

【
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
】

　

民
間
に
お
け
る
パ
ワ
ハ
ラ
防

止
に
係
る
法
案
が
３
月
８
日
に

国
会
に
提
出
さ
れ
た
こ
と
を
踏

ま
え
、
公
務
職
場
に
お
け
る
パ

ワ
ハ
ラ
対
策
の
検
討
を
加
速
し

て
い
く
と
し
た
。
交
渉
団
か
ら

労
働
組
合
と
の
交
渉
を
経
て
実

効
力
あ
る
是
正
策
を
構
築
す
る

よ
う
求
め
た
。

【
今
後
の
交
渉
に
向
け
て
】

　

19
人
勧
に
向
け
住
居
手
当
改

定
の
姿
勢
を
引
き
出
す
も
、
賃

金
改
善
な
ど
は
具
体
的
回
答
と

な
ら
ず
、
不
十
分
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
３
月
20
日
人
事
院
総
裁

交
渉
で
の
前
進
回
答
を
求
め

た
。
19
春
闘
で
の
具
体
的
改
善

に
向
け
交
渉
を
強
化
し
て
い
く
。

　

３
月
、
各
支
部
で
は
2
0
1
9

年
度
に
お
け
る
組
織
強
化
の
推

進
と
し
て
、
新
採
用
加
入
促
進

に
向
け
て
対
策
会
議
を
開
催
し

た
。
そ
の
う
ち
３
月
12
日
の
気

仙
支
部
で
は
支
部
長
を
は
じ

め
、
各
職
場
の
分
会
長
・
支
部

青
年
婦
人
部
役
員
な
ど
全
18
人

が
参
加
。
本
部
か
ら
、
４
月
の

第
１
週
が
加
入
の
ポ
イ
ン
ト
と

説
明
。
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
先
輩

組
合
員
の
加
入
意
識
や
運
動
成

果
、
各
種
共
済
制
度
等
、
本
部

作
成
の
先
輩
組
合
員
用
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
に
よ
り
説
明
し
、
歓
迎

昼
食
会
の
進
行
手
順
な
ど
提
起

し
た
。

　

ま
た
、
新
た
な
取
り
組
み
と

し
て
視
覚
に
よ
る
加
入
促
進

と
、
本
部
自
作
の
加
入
促
進
Ｄ

Ｖ
Ｄ
（
歓
迎
会
等
で
放
映
）
を

鑑
賞
し
、
意
見
交
換
を
行
っ

た
。

　

組
合
員
か
ら
、
声
掛
け
に
対

し
「
課
長
と
な
り
し
つ
こ
い
声

掛
け
は
パ
ワ
ハ
ラ
と
思
わ
れ
そ

う
。
や
は
り
若
年
層
の
声
掛
け

が
効
果
的
」
「
早
々
に
メ
リ
ッ

ト
を
説
明
し
て
も
新
採
用
者
は

覚
え
ら
れ
な
い
。
加
入
後
の
説

明
で
も
遅
く
な
い
の
で
、
さ

ら
っ
と
」
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
放
映
に

関
し
て
は
、
「
言
葉
で
説
明
す

る
よ
り
も
宣
伝
効
果
は
高
い
と

思
う
。
見
て
も
ら
う
こ
と
で
、

実
際
の
組
合
活
動
の
イ
メ
ー
ジ

を
つ
か
め
る
と
思
う
」
な
ど
、

前
向
き
な
意
見
も
多
く
出
さ
れ

た
。

　

各
支
部
・
分
会
で
し
っ
か
り

と
ア
プ
ロ
ー
チ
を
行
い
、
４
月

着
任
時
に
い
か
に
多
く
加
入
さ

せ
る
か
に
力
点
を
置
い
て
組
織

強
化
の
推
進
の
た
め
組
合
組
織

率
回
復
を
め
ざ
し
て
い
く
。

　

３
月
31
日
を
も
っ
て
６
人
の
本

部
役
員
が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
県
職
労
の

運
動
を
担
っ
て
い
た
だ
き
、多
く

の
成
果
を
勝
ち
取
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

長
い
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

な
お
、小
野
さ
ん
は
自
治
労
県

本
部
副
委
員
長
と
し
て
引
き
続

き
任
に
当
た
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。

実感できる賃上げに向け春闘交渉強化を
2019春闘・3.14公務員連絡／人事院交渉

「
住
居
手
当
」19
人
勧
に
向
け
改
定
姿
勢
引
き
出
す

「
見
せ
る
組
合
活
動
」で
加
入
拡
大
を
め
ざ
す

各
支
部
・
分
会
で
の
ア
プ
ロ
ー
チ
し
っ
か
り
と

退
任
役
員
紹
介

中
央
執
行
委
員
長

　
小
野
　
演
彦
（
盛
岡
支
部
）

中
央
執
行
委
員

　
和
野
　
樹
史
（
県
庁
支
部
）

会
計
監
事

　
菊
地
　
琢
也
（
県
庁
支
部
）

　
加
藤
　
邦
庸
（
盛
岡
支
部
）

　
上
野
　
由
克
（
盛
岡
支
部
）

　
佐
藤
　
　
拓
（
一
関
支
部
）

＝
長
い
間

　
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
＝

山﨑みちお
夢と希望に満ちたまちづくり
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住
所
変
更
等
の
手
続
き
を
お
忘
れ
な
く
！

住
所
変
更
等
の
手
続
き
を
お
忘
れ
な
く
！

「
県
職
労
総
合
共
済
」
・
「
じ
ち
ろ
う
共
済
」
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３
月
と
な
り
、
今
年
も
多
く
の
先
輩
、
仲
間
の
皆
さ
ん
が

職
場
を
去
ら
れ
ま
す
。

　

長
い
年
月
、
県
勢
発
展
の
た
め
第
一
線
で
働
い
て
こ
ら
れ

た
先
輩
の
皆
さ
ん
に
は
、
県
職
労
の
権
利
拡
大
や
組
織
強
化

の
た
め
支
部
や
分
会
、
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
運
動
を
支
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

組
合
員
・
準
組
合
員
の
皆
さ
ん
の
お
名
前
を
掲
載
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
（
順
不
同
・
敬
称
略
。
な
お
、
掲
載
を
希
望

し
な
い
と
申
し
出
の
あ
っ
た
方
は
掲
載
を
し
て
お
り
ま
せ
ん
）

▼
県
庁
支
部

佐　

藤　
　
　

博
（
総

務

室
）

齊　

藤　
　
　

正
（
管

財

課

・

車

庫
）

阿　

部　

義　

樹
（
農

林

水

産

企

画

室
）

岩　

渕　

和　

弘
（
農

林

水

産

企

画

室
）

林　

崎　

孝　

志
（
農

林

水

産

企

画

室
）

伊　

藤　

克　

宏
（
農

林

水

産

企

画

室
）

阿　

部　

善　

一
（
県
土
整
備
部
下
水
環
境
課
）

千　

葉　

一　

之
（
復

興

局

復

興

推

進

課
）

西　

堀　

誠　

寿
（
県

議

会

事

務

局
）

▼
盛
岡
支
部

平　

野　

利　

巳
（（
公
財
）
岩
手
県
下
水
道
公
社
事
務
局
）

下　

尻　

房　

男
（
盛
岡
広
域
振
興
局
県
税
部
）

米　

内　

喜　

明
（
盛
岡
広
域
振
興
局
林
務
部
）

伊　

藤　

節　

夫
（
盛
岡
広
域
振
興
局
林
務
部
）

関　

上　
　
　

満
（
盛
岡
広
域
振
興
局
林
務
部
）

坂　

本　

壽　

明
（
盛
岡
広
域
振
興
局
盛
岡
審
査
指
導
監
）

浅　

沼　
　
　

聡
（
盛
岡
広
域
振
興
局
経
営
企
画
部
）

高　

橋　

清　

孝
（
地
方
独
立
行
政
法
人
・
岩
手
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
）

赤　

澤　

由　

明
（
岩
手
県
林
業
技
術
セ
ン
タ
ー
）

木
戸
口　

勝　

彰
（
岩
手
県
中
央
家
畜
保
健
衛
生
所
）

菊　

池　

普
貴
子
（
岩
手
県
中
央
家
畜
保
健
衛
生
所
）

高　

橋　

英　

明
（
盛
岡
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
）

高　

橋　
　
　

禎
（
岩
手
県
内
水
面
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー
）

大　

窪　

富
士
子
（
岩
手
県
食
肉
衛
生
検
査
所
）

岩　

井　

賀
寿
彦
（
岩
手
県
食
肉
衛
生
検
査
所
）

川　

守　

廣　

幸
（
北
上
川
上
流
流
域
下
水
道
事
務
所
）

山　

舘　

忠　

徳
（
盛
岡
広
域
振
興
局
農
政
部
）

太　

田　

美
香
子
（
岩
手
県
環
境
保
健
研
究
セ
ン
タ
ー
）

岩　

渕　

香　

織
（
岩
手
県
県
境
保
健
研
究
セ
ン
タ
ー
）

岩　

渕　

光　

子
（
岩

手

県

立

大

学
）

大　

友　

さ
つ
き
（
盛
岡
広
域
振
興
局
保
健
福
祉
環
境
部
）

▼
花
巻
支
部

松　

坂　

竹　

志
（
県
南
広
域
振
興
局
農
政
部
花
巻
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
）

高　

橋　

利　

光
（
県
南
広
域
振
興
局
農
政
部
花
巻
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
）

工　

藤　

一　

也
（
県
南
広
域
振
興
局
花
巻
審
査
指
導
監
）

立　

石　

清　

光
（
花

巻

空

港

事

務

所
）

菊　

池　

勝　

己
（
県
南
広
域
振
興
局
土
木
部
遠
野
土
木
セ
ン
タ
ー
）

小
田
島　

公　

一
（
県
南
広
域
振
興
局
土
木
部
遠
野
土
木
セ
ン
タ
ー
）

伊　

東　

茂　

敏
（
県
南
広
域
振
興
局
農
政
部
遠
野
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
）

▼
北
上
支
部

下　

村　
　
　

功
（
中
央
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
）

高　

橋　
　
　

晋
（
中
央
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
）

松　

田　

正　

則
（
県
南
広
域
振
興
局
農
政
部
北
上
農
村
整
備
セ
ン
タ
ー
）

梅　

津　

順　

一
（
県
南
広
域
振
興
局
農
政
部
北
上
農
村
整
備
セ
ン
タ
ー
）

佐　

藤　
　
　

弘
（
中
央
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
西
和
賀
普
及
サ
ブ
セ
ン
タ
ー
）

佐
々
木　

裕　

二
（
岩
手
県
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
）

高　

橋　

義　

隆
（
岩

手

県

立

農

業

大

学

校
）

山　

澤　

則　

文
（
岩

手

県

立

農

業

大

学

校
）

小
田
中　

誠　

彰
（
岩

手

県

立

農

業

大

学

校
）

▼
胆
江
支
部

及　

川　

茂　

雄
（
県
南
広
域
振
興
局
土
木
部
）

及　

川　

武　

美
（
県
南
広
域
振
興
局
農
林
部
農
村
整
備
室
）

佐
々
木　
　
　

力
（
奥
州
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
）

飛
鳥
川　

和　

彦
（
県
南
広
域
振
興
局
経
営
企
画
部
）

加　

藤　
　
　

保
（
県
南
広
域
振
興
局
総
務
部
）

熊　

谷　

隆　

美
（
岩
手
県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校
水
沢
校
）

小
笠
原　

祐　

治
（
岩
手
県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校
水
沢
校
）

佐
々
木　

大　

河
（
県
南
広
域
振
興
局
土
木
部
）

高　

橋　

一　

憲
（
県
南
広
域
振
興
局
県
税
部
）

藤　

原　
　
　

洋
（
岩
手
県
県
南
家
畜
保
健
衛
生
所
）

▼
一
関
支
部

安　

部　

弘　

明
（
県
南
広
域
振
興
局
土
木
部
一
関
土
木
セ
ン
タ
ー
）

小　

原　

正　

志
（
県
南
広
域
振
興
局
土
木
部
一
関
土
木
セ
ン
タ
ー
）

佐　

藤　

な
を
子
（
岩
手
県
立
一
関
高
等
看
護
学
院
）

佐　

藤　

光　

吾
（
県
南
広
域
振
興
局
土
木
部
一
関
土
木
セ
ン
タ
ー
）

藤　

根　

貞　

光
（
県
南
広
域
振
興
局
農
政
部
一
関
農
村
整
備
セ
ン
タ
ー
）

鷲　

田　

昭　

雄
（
県
南
広
域
振
興
局
総
務
部
一
関
総
務
セ
ン
タ
ー
）

▼
気
仙
支
部

川　

村　

良　

孝
（
沿
岸
広
域
振
興
局
保
健
福
祉
環
境
部
大
船
渡
保
健
福
祉
環
境
セ
ン
タ
ー
）

及　

川　

英　

治
（
沿
岸
広
域
振
興
局
農
林
部
大
船
渡
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
）

小
笠
原　
　
　

智
（
沿
岸
広
域
振
興
局
土
木
部
大
船
渡
土
木
セ
ン
タ
ー
）

嶽
間
沢　

秀　

明
（
沿
岸
広
域
振
興
局
農
林
部
大
船
渡
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
農
村
整
備
室
）

佐　

藤　

健　

介
（
人
事
課
・
大
船
渡
市
派
遣
）

▼
釜
石
支
部

藤　

井　

幸　

満
（
沿
岸
広
域
振
興
局
土
木
部
）

畠　

山　

安　

広
（
沿
岸
広
域
振
興
局
水
産
部
）

木　

村　

敏　

秋
（
沿
岸
広
域
振
興
局
釜
石
審
査
指
導
監
）

久　

慈　

康　

支
（
岩
手
県
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー
）

阿　

部　

繁　

弘
（
岩
手
県
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー
）

湊　
　
　

光　

春
（
岩
手
県
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー
）

佐
々
木　
　
　

伸
（
岩
手
県
漁
業
取
締
事
務
所
）

高　

橋　

賢　

一
（
沿
岸
広
域
振
興
局
農
林
部
）

倉　

本　

光　

子
（
沿
岸
広
域
振
興
局
経
営
企
画
部
）

三　

浦　

義　

光
（
岩
手
県
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー
）

▼
宮
古
支
部

高　

田　

幸　

一
（
沿
岸
広
域
振
興
局
土
木
部
宮
古
土
木
セ
ン
タ
ー
）

古　

舘　

佳　

孝
（
沿
岸
広
域
振
興
局
水
産
部
宮
古
水
産
振
興
セ
ン
タ
ー
）

工　

藤　

明　

雄
（
沿
岸
広
域
振
興
局
宮
古
審
査
指
導
監
）

北　

川　

智
恵
子
（
県
職
労
宮
古
支
部
書
記
局
）

平　
　
　

直　

貴
（
人
事
課
・
田
野
畑
村
派
遣
）

▼
久
慈
支
部

安　

藤　

義　

一
（
久
慈
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
）

▼
二
戸
支
部

高　

橋　

正　

広
（
中
央
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
軽
米
普
及
サ
ブ
セ
ン
タ
ー
）

千　

葉　
　
　

彰
（
県
北
広
域
振
興
局
経
営
企
画
部
二
戸
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
）

中　

井　

孝　

昭
（
県
北
広
域
振
興
局
経
営
企
画
部
二
戸
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
）

長　

坂　

繁　

克
（
県
北
広
域
振
興
局
土
木
部
二
戸
土
木
セ
ン
タ
ー
）

中　

村　

正　

美
（
県
北
広
域
振
興
局
土
木
部
二
戸
土
木
セ
ン
タ
ー
）

吉　

田　

盛　

司
（
県
北
広
域
振
興
局
農
政
部
二
戸
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
）

類　

家　

昭　

義
（
県
北
広
域
振
興
局
農
政
部
二
戸
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
農
村
整
備
室
）

熊　

谷　

武　

治
（
県
北
広
域
振
興
局
農
政
部
二
戸
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
農
村
整
備
室
）

▼
本　

部

多　

田　

悦　

博
（
岩
手
県
立
岩
谷
堂
高
等
学
校
）

多　

田　

菜
穂
子
（
岩
手
県
立
遠
野
緑
峰
高
等
学
校
）
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人
事
異
動
等
に
よ
り
住
所

が
変
わ
る
場
合
に
は
、
県
職

労
総
合
共
済
や
『
住
ま
い
る

共
済
』（
火
災
共
済
・
自
然

災
害
共
済
）
の
住
所
・
建
物

（
保
障
対
象
物
件
）
の
変
更

も
必
要
で
す
。

　

こ
の
変
更
を
忘
れ
る
と
、

い
ざ
と
い
う
時
の
手
続
き
に

時
間
を
要
し
た
り
、
場
合
に

よ
っ
て
は
保
障
を
受
け
ら
れ

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
書

記
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

生年月日：1963年８月10日 生れ
現 住 所：盛岡市山岸二丁目12－32
出 身 地：矢巾町
【略　歴】
　矢巾町内の小中学校を卒業
　1982年３月 県立盛岡第三高校 卒業
 高校三年間は野球に打ち込む
　1982年４月 岩手県庁入職　県庁や保健所で環境衛生、
 産業廃棄物処理、自然保護課、男女共同参画、
 青少年の健全育成、病院・診療所の指導などの
 業務を担当。
　2011年４月 岩手県庁退職
 退職直後から、東日本大震災・津波被災地
 支援のため、全国からのボランティアの受け
 入れや避難所のお世話などに取り組む。
 その後は、公共サービスの充実や脱原発など
 の環境問題、平和問題、労働相談などに取り
 組み、現在に至る。
【家　族】　妻、長男、二男、長女、二女、母の7人家族。

プロフィール

野中やすし
の な　か

野
中
や
す
し
の
挑
戦
！

誠実に、ひたむきに 頑張ります！

盛岡市議会議員選挙組織内予定候補者

（社民党公認・55歳）

子ど
もの
笑顔
かが
やく
街

みん
なの
笑顔
かが
やく
街

働く
人の
笑顔
かが
やく
街

お年寄
りの

笑顔
かが
やく
街


